
 

に謝ってもらうことで、自分は悪くなかったと確認できて、自分を嫌いになることもな

いでしょう。これが、大人になってからだと、「何を今ごろ言い出すの？」と、親も子ど

もに素直に謝れない人が多く、却って関係が悪くなることもあるようです。親子の関係

修復は早いほど、得るものは多いと思います。 
 
 
ＱⅣ．どうして自分の子を虐待するのだろう？ 
 
 

 
 
Ｑ① 親は子どもを生むとき、子どもを本当に生みたくて生むのですか？ 
Ａ① 「虐待するぐらいならなんで生むんだろう」と思いますね。でも、子どもを生む選択

をした親は、色々な困難があったとしても、子どもの誕生を楽しみに待っています。人

間の赤ちゃんは十月十日もお母さんのお腹の中で大切に守られて育つのです。その間、

母親はお腹の中の赤ちゃんとずっと一緒です。でも、こんなに長い間お腹の中で育てて

も、生まれてくるのは未熟な、一人では何もできない赤ちゃんです。その小さな、小さ

な命を育てていくことは、親にとって何にも代えられない喜びですが、残念ながら子育

ては、何もかもが未知の世界、未知の体験なんです。親は、どうしたらいいか分からな

い、上手くいかない、そんな失敗を繰り返しながら、周囲の人に教えられたり、助けて

もらったりしながら、親として成長していくのです。 
でも、この大変さを色々な事情で乗り越えられない時、自分の子どもと初めて対面し

た時のあの感動を、残念ながら、忘れてしまうことがあるのです。 
 
Ｑ② 親は子どもより自分の方が大事と思うのですか？ 
Ａ② 日頃の親の行動を見ていると、自分の都合や、言い分ばかりを押し通し、子供の気持

ちなんか考えてないように見えるかもしれません。でも、親は皆、自分の子どもの幸せ

を願っています。 
色々な事情で親の幸せと子どもの幸せが重ならない事態が起きた時、以前は、子ども

の幸せを優先して自分の幸せを諦める親の方が多かったように思います。特に、母親は

「子どもが大事」と自分の幸せを犠牲にしたようです。しかし、本当にそれでよかった

のでしょうか？ 
子どもの側から考えてみると、親が自分の為に何かを諦めていると知ったとき、自分

を大切に思ってくれている親の気持ちに触れ、嬉しい気持ちになるでしょうが、同時に、

何か大きな荷物を背負わされたような気持ちにならないでしょうか？ 
親は子どもを大切に思う気持ちと同じくらい、自分も大切にしていいのです。その両方

を大事にしていれば、親も子も余裕をもった向き合い方ができるのではないでしょうか。 
 

Ｑ③ 親になれば誰でも子どもは育てられるのですか？ 
Ａ③ 子どもを生むと親と呼ばれるようになり、親としての役目を担うことになりますが、

 

３．学園祭などでオレンジリボン運動を実施する方法 

 

●学園祭にてオレンジリボンを配布する場合の例 
第１段階  祭までにしておく準備 

  １．子ども虐待について学ぶ 
  ２．オレンジリボンについても説明できるように学ぶ 
  ３．オレンジリボン運動として、どのような活動をするのかを考える 
   例 オレンジリボンを作成   
      ・あらかじめオレンジリボンを作成するのか 
      ・学園祭で、参加者にリボンを作成してもらうのかを考える 
      ・参加者 の場合には、リボンが作成できるようにリボンサイズ、ピン、

ジリボンの準備を当日までに揃える 
 
 第２段階  祭企画内容の決定 
  １．野外（ブース）での活動か 
  ２．教室展示企画か 
  ３．教室展示企画の一部としての活動か 
 
 第３段階 内容の決定 （オレンジリボン配布の場合） 
  １．配布方法を決定する 
     ・野外の場合 

   ・教室展示の場合 
  ２．オレンジリボン配布と他の企画をどう関係づけるのか 
  
第４段階 学園祭までの準備 （オレンジリボン配布の場合） 

  １．ボードにオレンジリボン運動の意味をメッセージとして作成する 
  ２．リボン作成の配布担当者を決定する 
     ・野外であれば、どういう形で担当者を決めるのか 
     ・教室展示企画であれば、どのような形で配布するか 
     ＊当日参加者とリボンを作成する場合には、展示室にコーナーを設ける 

      ＊展示室でリボンを配布する場合、説明書をつけ、あるいは説明ができるようにし

ておく。 
 第５段階．学園祭当日の準備と活動内容 （オレンジリボン配布の場合）  

１．展示室の一角にオレンジリボンの作成コーナーを設けて、担当者 1 名が責任をもつ 
２．展示室の一角にオレンジリボンのボードを作成し、すでに作成したオレンジリボンを渡

す 
３．子どもや大人が来て、遊びながら、子どもと家族の福祉を考える 

（例：おりがみコーナー、塗り絵コーナー、紙芝居コーナー さらに、その一角にオレン

ジリボン運動を提示しておく ） 
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